


電話で、金融機関の情報を聞き出したり、金融機関のATM（現金自動預払機）に誘い出したりして、携帯電話で振込操作を指示し、犯人の口座に
現金を振り込ませる「還付金詐欺」が多発しています。市役所からは次のような電話はかけません。絶対にだまされないようにしてください。  

令和3年4月からの第1号被保険者（65歳以上の人）の介護保険料
が決定しました

第8期（令和3～5年度）の介護保険料

令和3年度については、主に以下の改正が行われます。

○高額介護サービス費の一部の限度額が変更となります。
○施設利用者のうち一部の低所得者が受けられる食費・居住費の助成（負担限度額認定）の適用条件や限度額が変更となります。

令和3～5年度
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令和3年8月から

地域包括支援センターは、主任介護支援専門員・社会福祉士・保健師などの専門職が連携して、65歳以上の高齢者の支援を行います。
地域包括支援センター

まずはお気軽にご相談を

生活支援コーディネーターと学ぶ「気にかけ合う地域づくり勉強会」
※各地域に生活支援コーディネーターがお伺いします！

地域での会合などで30分程度のお時間をください。生活支援コーディネーターがお伺いします。

生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）とは？

～「このまちに住んでいて良かった」と思える地域を皆さんの手で～
困ったときに、『助けて』と言える、そんな地域を生活支援コーディネーターと一緒につくりませんか？
いつまでも住み慣れた地域で安心して暮らしていける地域を目指して生活支援コーディネーターと共に
「お宝」を発掘しながら「気にかけ合う地域づくり」について考えていきませんか？

生活支援コーディネーターは、身近な場所での支え合いや通いの場などの活動の立ち上げや運営についてサポートしています。地域の会合などに出向き、住民の皆さんによる自主的な活動（地域の支え合い活動や
サロン活動など）の紹介やアドバイスなど、地域にある様々な支え合い活動を活性化する役割を担っています。生活支援コーディネーターは、宇治市福祉サービス公社と宇治市社会福祉協議会に配置されています。

あなたは、近隣の方に「助けて」と言えますか？
「助けて」と言われたらどうしますか？

「地域のお宝」とは？
人と人とのつながりや、ご近所を気にかける思
いやりの気持ち、身近にある小さな支え合い
のことです。私たちの暮らしの中には「お宝」
と言われるささやかな支え合いや助け合いが
たくさんあります。

●相談日時　　月～土曜日、午前９時～午後５時（祝日・年末年始除く）　※高齢者虐待の通報のみ、時間外及び日曜・祝日・年末年始も受け付けています。
●相談窓口　　お住まいの地域を担当する地域包括支援センター　
●費　　用　　無料

※市内を東宇治北、東宇治南、南部・三室戸、中宇治、槇島、北宇治、西宇治、南宇治の８つの地域にわけて担当しています。
　担当センターについては、市長寿生きがい課へお問い合わせいただくか、市ホームページでご確認ください。

〇健康・介護・福祉など
の相談に対応します

〇介護予防や健康づく
りを支援します

〇高齢者が暮らしやすい
地域をめざしています

〇高齢者の権利を守る活動をしています
　（高齢者虐待や成年後見制度のことなど）

　要介護・要支援認定者数は年々増加
しており、令和2年度で10,551人と
なっています。
　令和22年度（2040年度）には、85歳
以上の高齢者人口の増加に伴い、
15,047人になる見込みです。

　保険給付費の総額は、年々増加を
続けており、介護保険制度が創設された
平成12年度に比べると、令和元年度は
約3.7倍の137億円になっています。
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（うち給与所得又は公的年金等に係る所得が含まれている場合には、給与所得の金額及び公的年金
等に係る所得の金額の合計額から10万円を控除）
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